
ISS・きぼうマンスリーニュース
平成29年 2⽉16⽇発⾏ 第45号

International Space Station (ISS) / Japanese Experiment Module “Kibo” Monthly News: Vol. 45

宇宙ステーション・きぼう広報・情報センター⽉刊ニュースレター

第1回⽬放出の瞬間

【EVA写真】放出成功を喜ぶ関係者（1⽉16⽇）

「こうのとり」6号機（HTV6）が運んだ超
⼩型衛星6基を放出

ISSのバッテリ交換実施
12⽉31⽇から1⽉14⽇にかけて、宇宙ステーション補給

▶超⼩型衛星6基の放出成功
http://iss.jaxa.jp/kiboexp/news/20170116-cubesat6.html

放出時の「きぼう」運⽤管制室の様⼦（1⽉16⽇）

▶バッテリの取り付け、起動完了！
http://iss.jaxa.jp/topics/2017/01/20170114_eva.html

超⼩型衛星の放出（1⽉16⽇）（出典：JAXA/NASA）

第1回⽬で放出された3基

1⽉16⽇午後6時10分から午後7時50分にかけて4回に分
けて、「きぼう」⽇本実験棟から6基の超⼩型衛星が放出さ
れました。放出された超⼩型衛星は、以下の通りです。

機「こうのとり」6号機（HTV6）でISSに運んだ国産の
バッテリ6個の交換作業が⾏われました。

ISSには48個のニッケル⽔素バッテリがありますが寿命
が近づいているため交換が必要となり、⽇本製のリチウム
イオン電池を使⽤した新型バッテリに交換することになり
ました。従来の48個必要だったバッテリは、新型バッテリ
では24個でまかなうことができます。

今回はS4トラスに設置されている12個のバッテリのうち
個 個 新型バ 換

第1回⽬放出（午後6時10分）
ITF-2（筑波⼤学）、WASEDA-SAT3（早稲⽥⼤学）、
FREEDOM（㈱中島⽥鉄⼯所/東北⼤学）
3基とも、1Uサイズ（10cm×10cm×10cm）

第2回⽬放出（午後6時20分）
9個を、6個の新型バッテリに交換しました。

交換作業は、地上からのコマンドによるISSのロボット
アーム操作と、2回の船外活動（1⽉6⽇はシェーン・キン
ブローとペギー・ウィットソン両宇宙⾶⾏⼠、1⽉13⽇は
シェーン・キンブローとトマ・ペスケ両宇宙⾶⾏⼠）によ
り実施されました。

今後は、「こうのとり」7〜9号機までで、残りのバッテ
リもすべて⽇本製の新型バッテリに交換していきます。

EGG（東京⼤学）
3Uサイズ（10cm×10cm×30cm）

第3回⽬放出（午後7時40分）
AOBA-VeloxIII（九州⼯業⼤学/Nanyang Technological
University）（シンガポール）
2Uサイズ（10cm×10cm×20cm）

第4回⽬放出（午後7時50分）
TuPOD（JAMSS/GAUSS社（イタリア）/Tancred⼩学校
・INPE（ブラジル）/OSN社（⽶国））

今回、1度の放出機会で最⼤12基（12U）の超⼩型衛星を
放出できる能⼒向上型の超⼩型衛星放出機構（J-SSOD）を
初使⽤して放出しました。この数年間で超⼩型衛星利⽤が
急激に増えており、その需要に応えるべく能⼒向上しまし
た。筑波宇宙センターでは、それぞれの超⼩型衛星の開発
に携わった関係者が⾒守り、衛星が放出されると⼤きな拍
⼿が沸きました T PODの放出時はブラジルの関係者もイ

1⽉28⽇午前0時45分、交換した古いバッテリや不要品を
搭載した「こうのとり」6号機はISSから分離し 2⽉6⽇午

▶【録画】新型バッテリ取付船外活動特別番組
https://www.youtube.com/watch?v=bHmcV6bzeCY

3Uサイズ（10cm×10cm×30cm）

⼿が沸きました。TuPODの放出時はブラジルの関係者もイ
ンターネットで接続してリアルタイムで⾒守りました。

JAXAでは、引き続き「きぼう」を利⽤した超⼩型衛星の
放出機会を提供していきます。

搭載した「こうのとり」6号機はISSから分離し、2⽉6⽇午
前0時06分頃に⼤気圏に突⼊し約60⽇間にわたるミッショ
ンを終了しました。

ISSから遠ざかっていく
「こうのとり」6号機
（1⽉28⽇）
（出典：JAXA/NASA）

▶【録画】「きぼう」からの超⼩型
衛星放出ライブ中継
https://www.youtube.com/watc
h?v=R4xq_rj0QiQ



船内実験室運⽤開始から3178⽇経過

●「きぼう」初の燃焼実験に向けて
準備進⾏中！

ISS⻑期滞在中、⼤⻄宇宙⾶⾏⼠が
組み⽴て検証を⾏った液滴群燃焼実験
の準備が進⾏中です。

液滴群燃焼実験供試体（GCEM）は
⽇本で初となる宇宙での燃焼実験を⾏

●無重⼒で⾻関連遺伝⼦以外でも発
現が急上昇する遺伝⼦を発⾒

2012年と2014年の2回、東京⼯業⼤
学とJAXAとの共同で、メダカを⽤いた
微⼩重⼒下での⾻量減少のメカニズム
を調べるための宇宙実験を⾏いました
その実験成果が発表されました

●宇宙放射線のリアルタイム線量計
測技術の実証実験開始

2016年12⽉15⽇、宇宙放射線のリ
アルタイムモニタ装置（PS-TEPC）が
「きぼう」船内実験室内に設置され、
クルーによって起動されました。

12⽉28⽇まで機能確認作業を⾏い
。

⽇本で初となる宇宙での燃焼実験を⾏
う装置で、燃料液滴群（⼩さな粒状の
燃料の集まり）の燃焼メカニズムを調
べます。

地上で燃焼実験を⾏うと、⾼温の⽕
炎と空気の温度差のため強い⾃然対流
が発⽣しますが、微⼩重⼒環境では熱
による⾃然対流が起きないため、燃焼
という現象そのものに注⽬して詳細に

その実験成果が発表されました。
① 2012年の62⽇間⻑期飼育

20000以上の遺伝⼦の中から、地上
と⽐べ宇宙で遺伝⼦発現が増加するも
のを抽出し、更に経時的な変化を分析
その結果、無重⼒応答に関与する5つ
の遺伝⼦を識別できました。
② 2014年の8⽇間短期飼育

世界で初めて⽣きたメダカ（⾻芽細

12⽉28⽇まで機能確認作業を⾏い、
その後、技術実証実験を開始しました。

PS-TEPCは、船内の放射線を⾼精度
でリアルタイム計測できる線量計です。

従来の線量計のデータと⽐較する実
証実験を⾏います。

●宇宙⾶⾏⼠の健康管理技術に取り
組む免疫研究の実施

。

観察することができます。
1⽉16⽇、地上の運⽤管制員と協⼒

して燃焼実験チャンバー（CCE）が設
置された多⽬的実験ラック（MSPR）
の気密性確認、窒素ガスと空気の供給
ラインの確認が⾏われました。

2⽉中旬の実験を⽬指しています。

胞と破⾻細胞が蛍光で光る遺伝⼦改変
メダカ）の8⽇間蛍光顕微鏡連続撮影
に成功しました。

この研究によって、⾻を形成する⾻
芽細胞と吸収する破⾻細胞で特異的に
蛍光シグナルが急上昇することがわか
りました。無重⼒への⽣物個体の初期
応答の⼀端を⽰した世界初の成果とな
りました

宇宙環境における健康管理に向けた
免 疫 ・ 腸 内 環 境 の 統 合 評 価 （ Multi
Omics）研究を継続して⾏っています。

宇宙⾶⾏⼠にとって宇宙環境は、微
⼩重⼒、閉鎖環境、宇宙放射線という
特徴があり、⾻量低下、筋委縮、睡眠
障害、免疫障害などの⽣理的リスクを
引き起こします。これらは⽼化と似た
現象ですりました。

本研究成果により、宇宙空間での⾻
量減少を解明する新たな⼿がかりが得
られ、⽼⼈性⾻粗鬆症の原因解明にも
繋がることが期待されます。

現象です。
この実験は、腸内細菌叢や腸内代謝

系といった腸内環境の変化を調べるこ
とで、免疫障害への影響を評価します。

▶無重⼒で⾻関連遺伝⼦以外でも発現が急上昇する
遺伝⼦を発⾒
http://iss.jaxa.jp/kiboexp/news/161228_meda
ka.html

GCEM ガスボトル

MSPR

CCE

軌道上で組⽴、MSPRへ搭載

最初のISS構成要素打上げから6663⽇経過

●⼆酸化炭素除去装置メンテナンス
1⽉23⽇、「こうのとり」6号機で運

んだ⼆酸化炭素除去装置（CDRA）の
軌道上交換ユニットの交換が⾏われま
した。空気切換えバルブが外され、新
しいバルブが取り付けられました。こ

のバルブは、CDRAのバルブの耐⽤年
数を延ばすために開発されました。

取り外されたバルブはスペア部品と
して保管されます。

CDRAの軌道上交換ユニット（出典：JAXA/NASA）

●若⽥宇宙⾶⾏⼠
ISSプログラムマネージャとして忙

しい⽇々を送りながらも、⼤分、松⼭
北九州空港で航空機操縦訓練を実施。

研究、実験関連など各種デブリーフィ
ング（技術報告会）、ロシアの星の街
でデブリーフィング実施。

ロシアのガガーリン宇宙⾶⾏⼠訓練
センター（GCTC）にて、ロシア船外
活動サポート関連訓練、ソユーズ宇宙
船訓練、ソコル宇宙服フィットチェッ

1⽉のJAXA宇宙⾶⾏⼠の活動をご紹介します。

ソ ユ ー ズ シ
ミュレータで
訓練を⾏う⾦
井宇宙⾶⾏⼠
（ 出 典 ：
JAXA/ROSC
OSMOS/ ⼤
⻄宇宙⾶⾏⼠
の Google+

北九州空港で航空機操縦訓練を実施。

●野⼝、古川、星出宇宙⾶⾏⼠
NASA ジ ョ ン ソ ン 宇 宙 セ ン タ ー

（ JSC ） の 無 重 量 環 境 訓 練 施 設
（NBL）にて船外活動訓練を実施。

●⼤⻄宇宙⾶⾏⼠
筑波宇宙センターにて、健康管理・

精神管理 宇宙⾷/⽣活⽤品 宇宙医学

●油井宇宙⾶⾏⼠
筑波宇宙センターにて通常勤務。

2⽉はNBLにて船外活動訓練実施。

●⾦井宇宙⾶⾏⼠
第54/55次⻑期滞在クルーとしてISS

滞在に向けた訓練を実施中。NASA
JSCのNBLにて船外活動訓練を実施。
JSCにてロボティクス訓練実施

船訓練、ソコル宇宙服フィットチェッ
ク実施。
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の Google+
より）精神管理、宇宙⾷/⽣活⽤品、宇宙医学 JSCにてロボティクス訓練実施。


